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私は菊地研究室にもよく出入 りしてお りました｡簸川,坂田 ,武谷 ,小林 ,
































渡辺 ,閑 ,桜井-.,樹山の.Fループと沢田昌雄さん (Ⅹ線分光学)および頻江忠
男さん (分光学的物性)がおられるだけで,蝕に余 り物性らしいひのはなかっ






































藤田 ,川井 ,成田 ,中村 .望月 ,短藤 ,生嶋 ,田崎 ,朝山というグループがで
き､生物物理学を促進するためQC小谷先生も参加され､理学部には今春から


















旭 gTleもis皿研究については､昭和 19年の¶科学 "に反強磁性 ,フエツ磁
性ぬ藤倉報告を書きました頃から関心をもちましたJOどうも､▲私裾藩金報告を
よく書くようです 日 955のAdv.Physの芳田 ,久床とa)共著も鉄郎 ｡
芳田君が一緒になり.金森 ,守谷 ,望月 ,立木 ,好天に席をおいた音義の薄署
茄出た時から.グループとして沢山仕事をしたわけですO
芳田君が物性研に移り.私が基礎工に移って薪らしいグループを作り.金森
君が残ってやはり新らしいグループを育成することになり.少しづつ変って行
きます｡
基礎工の新しも､教育に私も､中村君 ,望月さんも.時間をとられていますが
盟 ,基礎工の大きい物性グループの中で.分野にこだわらず～緒に仕事をして
好くことi着実な論文を作って行くこと以外､大して考えておりません｡
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